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第１章 計画策定の趣旨
１．計画の背景と目的

２．計画の位置づけ

３．計画期間
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１．計画の背景と目的

恵庭市（以下「本市」という。）では、第2期恵庭市観光振興計画（平成28年度～令和7年度（2016年度

～2025年度））において、「花のまち 恵みの庭を育む観交まちづくり」を基本理念に掲げ、交流の推進

や受け入れ環境の整備、情報発信の強化、観光資源の魅力向上による魅力ある観光地づくりに取り組んで

きました。

特に、花に関する観光においては、一般住宅のオープンガーデンにおける交流促進に加え、より気軽に

花と触れ合える観光拠点エリアを目指し、令和2年（2020年）に花の拠点（はなふる）を整備しました。

しかし、同年から世界的に猛威を振るった新型コロナウイルスの影響により、観光産業は深刻な打撃を

受け、新施設のオープンは厳しいスタートとなりました。

そのような状況下、令和4年（2022年）には花の拠点（はなふる）で第39回全国都市緑化北海道フェア

（ガーデンフェスタ北海道2022）を開催し、コロナ禍にもかかわらず、延べ30日間で34万人の来場者を記

録しました。

これにより、令和4年度（2022年度）の観光入込客数は過去最高の201万人に達しました。

その後も花の拠点（はなふる）ではさまざまなイベントが開催され、誰もがいつでも気軽に花と触れ合

える観光拠点として、また市民にとっては日常的に集う交流の場として親しまれる恵庭の新たなスポット

となり、人気を博しています。

令和5年（2023年）には新型コロナウイルス感染症の感染法上の位置づけが5類に移行し、国は「観光立

国推進基本計画」を閣議決定しました。

これにより、「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」をキーワードとした観光地域づくり

を推進することとなりました。

日本国内では人口減少や少子高齢化の進行により、旅行需要の大幅な増加は困難となる一方、訪日外国

人旅行者の需要は拡大が予測されています。

特に、地域文化体験、自然体験、アクティビティへの需要は高まりを見せており、世界のアドベン

チャーツーリズム市場は大きな成長が見込まれています。

恵庭市においても、外国人個人旅行客の増加、隣接市における北海道ボールパークFビレッジの開業な

ど、観光を取り巻く環境は大きく変化しています。

この新たな潮流を捉えた施策の展開が必要とされています。

本計画は、上位計画の目標や方向性を踏まえ、第2期で培ってきた交流や花のまちづくりの理念を継承

しつつ、観光消費拡大による地域経済の活性化も重視します。

これにより、恵庭の観光まちづくりを持続可能なものとするために策定するものです。

第１章 計画策定の趣旨
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第１章 計画策定の趣旨

観光立国推進基本法

↓

観光立国推進基本計画（R8～）

北海道観光のくにづくり条例

↓

・第６期北海道観光のくにづくり行動計画（R8～）

・北海道アウトドア活動振興推進計画（R8～）

恵庭市第６期総合計画（R8～R17）

第３期恵庭市観光振興計画（R8～R17）

恵庭市都市計画

マスタープラン

恵庭市緑の

基本計画

恵庭市農業振興

計画

恵庭市中小企業

振興基本計画

えにわ花の

まちづくりプラン

国 北海道

恵庭市

２．計画の位置づけ

本計画は、恵庭市第6期総合計画（令和8年度～令和17年度（2026年度～2035年度））における観光分野の

個別計画として策定します。

また、国や北海道の上位計画に加え、本市の観光まちづくりの視点において関連の強い「恵庭市都市計画

マスタープラン」「恵庭市中小企業振興基本計画」「恵庭市農業振興計画」「えにわ花のまちづくりプラ

ン」「恵庭市緑の基本計画」といった計画・プランとの整合性を図りながら施策を展開し、必要に応じて見

直しを行います。

３．計画期間

計画期間は、令和8年度（2026年度）から令和17年

度（2035年度）までの10年間とし、令和12年度

（2030年度）に中間検証と見直しを行います。

＊現計画R5～R7年度
＊現計画R3～R7年度

＊現計画（第５期）R3～R7年度
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第２章 観光を取り巻く状況
１．恵庭観光に関する主な環境の変化

２．国の観光に関する取組

３．国内旅行者・訪日外国人旅行者の動向

４．北海道観光の動向

５．恵庭市の観光の現状
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第２章 観光を取り巻く状況

１．恵庭観光に関する主な環境の変化

えにわステーションホテルオープン

恵庭観光協会が社団法人化

道と川の駅 花ロードえにわ、えこりん村オープン

農畜産物直売所 かのなオープン

第1期恵庭市観光振興計画策定

（平成20年度～平成27年度(2008年度～2015年度)）

経済部商業観光課と建設部花と緑の課を再編、花と緑・観光課へ統合

観光振興施策の調査事業(観光事業企画推進事業)実施

恵庭市観光推進協議会を設置

第2期恵庭市観光振興計画策定

（平成28年度～令和7年度(2016年度～2025年度)）

花の拠点(はなふる)オープン、道と川の駅 花ロードえにわ・農畜産物直売所

かのなリニューアルオープン、ピエス恵庭オープン

スターバックスコーヒーはなふる恵庭店(Park-PFI制度＊による)オープン

第39回全国都市緑化北海道フェア(ガーデンフェスタ北海道2022)開催、フェア

フィールド・バイ・マリオット・北海道えにわ(Park-PFI制度による)オープン

北海道ボールパークFビレッジ(エスコンフィールドHOKKAIDO)オープン

えこりん村一部エリア(銀河庭園、みどりの牧場等)閉園

平成16年（2004年）

平成17年（2005年）

平成18年（2006年）

平成19年（2007年）

平成20年（2008年）

平成22年（2010年）

平成24年（2012年）

平成26年（2014年）

平成28年（2016年）

令和2年（2020年）

令和3年（2021年）

令和4年（2022年）

令和5年（2023年）

令和6年（2024年）

令和2年
（2020年）

1月

令和5年
（2023年）

5月

～

コロナ禍
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(＊)Park-PFI(公募設置管理)制度：公園管理者が施設の設置・運営を行う民間事業者を公募し、民間の資金とノウハウを活
用した便益施設を設け、都市公園の魅力と利便性を向上させることを目的とする制度



第２章 観光を取り巻く状況

２．国の観光に関する取組

国においては、コロナ禍を経て旅行需要が変化したこと、世界的に「持続可能な観光」への関心が高まっ

ていること、世界のアドベンチャーツーリズム市場が成長していることなどの潮流を捉え、質の向上を重視

した観光へと転換していくことが必要だとする観光立国推進基本計画（第4次）を令和5年（2023年）3月に閣

議決定しました。

この計画では、「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」をキーワードに、観光地・観光産業

の再生・高付加価値化、観光DX、観光人材の育成・確保、持続可能な観光地域づくりのための体制整備など

を主な推進施策としています。

３．国内旅行者・訪日外国人旅行者の動向

（1）国内旅行者

＊出典：観光庁 旅行・観光消費動向調査
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令和6年（2024年）の日本人国内延べ旅行者数は5億3,995万人となり、前年比では8.5％増加したものの、

コロナ禍前である令和元年（2019年）同期比では8.0％減少しており、長期的な減少傾向が続いています。

一方、1人1回あたりの旅行支出は、令和6年（2024年）に46,585円となり、前年比5.8％増、令和元年

（2019年）比24.7％増と、全国的な物価高騰の影響などもあり大幅な増加となっています。



（2）訪日外国人旅行者

第２章 観光を取り巻く状況

＊出典：日本政府観光局(JNTO) 訪日外客数統計

＊出典：観光庁 インバウンド消費動向調査
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令和6年（2024年）の訪日外客数は

36,869,900人となり、過去最高だった令和

元年（2019年）の31,882,049人を大幅に上

回りました。

国別では、中国は減少からの回復が遅れ

ているものの、その他の東アジアでの増加

傾向が続いているだけでなく、東南アジア

や欧米豪など幅広い国から訪日客が増加し

ていることが近年の傾向となっています。

観光・レジャー目的での訪日外国人1人あ

たりの旅行支出で多かった費目は、順に宿

泊費（7万5千円）、買物代（6万6千円）、

飲食費（4万8千円）でした。

平均泊数が最も長かった国はドイツ

（15.5泊）でしたが、宿泊費が最も高かっ

たのは英国（17万5千円）でした。

買物代は、中国（11万8千円）が高く、支

出に占める割合としても唯一4割を超えまし

た。

娯楽等サービス費はオーストラリア（3万

1千円）が高く、体験にお金を使う傾向があ

ります。

2019年、2023年、2024年訪日外客数（総数）
単位（人）



４．北海道観光の動向

北海道の観光入込客数は、令和7年（2025年）8月現在で令和6年度（2024年度）全体の数字は公表されてい

ませんが、令和6年（2024年）4月～12月期では3,910万人でした。これは前年度比で4.1%の減少、令和元年度

（2019年度）比で13.6%の減少となり、前年比で増加している全国と比べ、厳しい状況となっています。

また、北海道は観光入込客数の大半が道内客で、令和6年度（2024年度）においても3,303万人と8割以上を

占めており、この中心的客層の戻りが鈍いことが観光入込客数の伸び悩みに大きく影響しています。

＊北海道観光入込客数調査報告書

北海道への訪日外国人は、前年度を上回る結果となっていますが、2019年度比では10.8％の減少となって

おり、2019年比で大幅に増加した全国とは異なる結果となっています。

特に、全国では2019年比で伸びている香港、シンガポール、マレーシアといったアジア圏からの訪日外国

人が、北海道では減少したままとなっている点が特徴的です。

一方で、オーストラリアやカナダからの来道者は大幅に増加しており、全国との差は大きくありません。

第２章 観光を取り巻く状況

＊北海道観光入込客数調査報告書
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５．恵庭市の観光の現状

（1）国内旅行者の動向

（2）訪日外国人旅行者の動向

第２章 観光を取り巻く状況
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（3）恵庭市の観光の課題

恵庭市の観光入込客数は、平成28年度（2016年度）以降、130万人前後で推移していました。

花の拠点（はなふる）のオープンにより、令和3年度（2021年度）はコロナ禍においても入込客数を145

万人まで伸ばすことができ、令和４年度（2022年度）には、第39回全国都市緑化北海道フェアを開催した

ことで、年間入込客数は201万人に達しました。

第39回全国都市緑化北海道フェアの来場者数が34万人であったことから、2023年度（令和5年度）には

181万人と減少に転じたものの、花の拠点（はなふる）の効果や新型コロナウイルスの5類移行などの影響

もあり、イベントに起因しない入込客数は増加しているものと推測できます。

第2期恵庭市観光振興計画においても、外国人観光客を増加させる方針を示していましたが、具体的な方

策として実施したのは、外国語版パンフレットの作成や案内看板類の整備に留まりました。

一方で、フェアフィールド・バイ・マリオット・北海道えにわのオープンや観光施設の自主的な取り組

みにより、外国人旅行者の宿泊客数は令和6年度に急激な増加を見せています。しかし、観光入込客数にお

いては、外国人区分での集計を行っていないため、訪日外国人旅行者の入込客数は把握できていません。

（人）

観光入込客数 1,267,800 1,351,100 1,356,900 1,390,520 1,327,943 1,452,937 2,010,744 1,810,478 1,819,073
内訳①（道外） 206,400 212,700 213,200 225,629 156,249 147,293 236,076 239,160 239,041
　　　（道内） 1,061,400 1,138,400 1,143,700 1,164,891 1,171,694 1,305,644 1,774,668 1,571,318 1,580,032
内訳②（日帰り） 1,262,400 1,347,000 1,347,900 1,386,130 1,326,436 1,451,099 2,008,509 1,807,081 1,813,243
　　　（観光宿泊＊） 5,400 4,100 9,000 4,390 1,507 1,838 2,235 3,397 5,830

外国人総宿泊客数＊ 199 58 103 67 13 9 21 66 3,073
（外国人宿泊延日数） 279 127 157 117 18 19 113 148 7,264

＊「観光宿泊」は、総宿泊者数の内、観光目的による宿泊者数であり、「外国人総宿泊客数」は目的を問わない全ての宿泊者数

R6R5R3 R4R2R1H28 H29 H30年度

恵庭市の観光客入込客数及び宿泊客数の推移

第2期恵庭市観光振興計画では、滞在時間が短い現状やプロモーション不足を課題に挙げ、市内周遊策の

導入による滞在時間延長、花と渓谷の二つを柱とした集中的情報発信といった取り組みを進めてきました。

しかし、解決に至っていない課題や新たな課題も生じています。

＜花の拠点（はなふる）からの市内周遊＞

花の拠点は常に多くの人で賑わう空間となり、施設周辺での滞在時間延長と観光入込客数の増加に大きく

寄与しましたが、市内他地域への周遊という点では課題が残っています。

＜ガーデナー、ガイドの確保＞

花観光に不可欠であるガーデナーやガイドの育成に注力してきましたが、担い手の高齢化が進んでおり、

観光の視点だけでなく、花のまちづくりの精神を継承することも難しくなってきています。

また、アクティビティやネイチャーガイドなど、花以外のフィールドでのガイド需要も高まってきていま

すが、本市では不在となっています。

＜恵庭渓谷からの市内周遊＞

恵庭渓谷は、特に紅葉シーズンのプロモーションを集中展開したことで認知度は向上しましたが、山間部

にあることから、花の拠点と同様に市内への周遊効果が新たな課題となっています。



第２章 観光を取り巻く状況
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＜恵庭渓谷の受入環境＞

紅葉シーズンは駐車場不足が常態化し、他の季節との繁閑差が大きいこと、施設の老朽化や自然災害によ

る損傷への対応ができていないことなどの課題が生じています。

＜食や土産物のブランド化＞

恵庭の食・お土産ならこれ！と言われるほどブランド化が進んだ商品は生まれておらず、恵庭市農商工連

携推進ネットワークなど、官民で連携した施策のさらなる推進が必要となっています。

＜観光消費の創出＞

観光客が娯楽やサービスに支出する場が限られており、観光客の呼び込みによる地域経済活性化への波及

効果が限定的になってきています。

＜インバウンド受入強化へ向けた支援＞

増加を見せているインバウンド旅行者の受入体制については、一部事業者を除き、多くが対応できていな

いのが現状であり、支援策が必要となっています。

＜二次交通の充実＞

本市は、新千歳空港や札幌からの交通利便性が高い一方、以前から域内での二次交通は課題となっていま

す。

シェアサイクルや観光タクシーなどの導入や検討を進めてきましたが、二次交通としての確立には至って

おらず、継続的な検討が必要となっています。





第３章 計画の基本理念
１．基本理念

２．恵庭観光が目指す将来像

３．恵庭観光の質の向上

４．観光がもたらす恵庭への影響
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[ ]
１．基本理念

第３章 計画の基本理念

暮らすように訪れるまち

恵庭の観光資源は、決して大きな規模ではないため、観光客を際限なく受け入れることはできません。

また、個人住宅のオープンガーデンをはじめ、親子の交流や子どもたちの教育のための体験教室、季節の

移り変わりを感じる地元の風景など、もともとは観光振興が目的ではないコンテンツも少なくありません。

恵庭観光の根幹は、恵庭市民の暮らしや楽しみのお裾分けのようなものであることを再認識し、この暮ら

しそのものに価値を感じていただき、自然と消費も生まれるような姿を目指します。

心の豊かさを求めて訪れ、ゆっくりと滞在したくなる、「暮らすように訪れるまち」を第3期恵庭市観光

振興計画の基本理念とします。
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第３章 計画の基本理念

２．恵庭観光が目指す将来像

（1）暮らすように花を巡る

いつもは「はなふる」ガーデン、時々オープンガーデン

（2）暮らすようにアウトドアで活動する

遠出をしなくても、気軽にアウトドア

（3）暮らすようにプロスポーツを体感する

子どもと行きたい、プロスポーツとのふれあい
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趣向を凝らした個性的なオープンガーデンを回る中、お腹が空いたら恵み野商店街で一休み。地元のガ

イドがおすすめするカフェには恵庭の食材を使ったメニューが多くて、どれも新鮮で美味しいし、とって

もお洒落。お店の人も素敵な人ばかりだから、常連になれたらいいな。

恵庭の水源である美しい漁川で釣りをして、宿泊は森の中で地元産のビールを飲みながらキャンプ。ア

ウトドア活動は不慣れだから心配事が多いけど、専門ガイドに案内してもらえば安心。北海道らしい豊か

な水や森林が身近にあるってすごく贅沢だね。

プロスポーツ選手と交流できる機会は、子どもにとっては夢のような時間。プロスポーツを観戦するだ

けではなく、交流し、体感できるのは恵庭ならでは。子どものためだったはずだけど、今では自分の方が

楽しんでるね。

恵庭で暮らす人にとっては当たり前である日常的な風景や楽しみ、それは観光客にとってはこの上なく

価値があること。恵庭で暮らす人たちの日常を観光客が追体験するような姿を目指します。



第３章 計画の基本理念

３．恵庭観光の質の向上

恵庭の暮らしに価値を感じ、体験してもらうことには物や

サービスの提供が伴うため、それを持続可能なものとするに

は、対価をきちんといただく事が必要となります。

そのためには、「暮らしの体験」を観光商品として捉え、

質の高いものとしていくことが不可欠です。

暮らしのお裾分けであるからこそ、本物であり上質な時間

を提供することで、支払う対価以上の価値を感じてもらい、

恵庭を訪れる観光客の満足度向上を図ります。
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４．観光がもたらす恵庭への影響

観光産業といえば、ホテル、飲食店、土産店、娯楽施設などをイメージしますが、商品の仕入れや輸送、

ひいてはエネルギーの供給など、観光産業の背景には多くの関連産業があり、裾野がとても広い産業です。

恵庭を訪れる観光客の消費額が増加することは、幅広い産業への経済波及効果があり、結果的には雇用の

創出や市民サービスの向上など、地域が豊かになっていくことへも繋がります。

観光客との交流を促進することは、恵庭を好きになってもらい、また来たくなることへも繋がるとても大

切な取り組みであるため、今後も継続が必要です。

加えて、質の高い暮らしの体験を商品として扱う視点も持ち、経済波及効果の流れを生み出すことにも取

り組んでいく必要があります。

暮らしを体験してもらうことでお金を稼ぐということは、相容れないことのように感じますが、暮らしの

お裾分けを持続可能なものにするためには重要な考え方です。



第３章 計画の基本理念
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第４章 基本方針と施策・目標
１．花の拠点（はなふる）を核としたガーデンツーリズムの構築

２．豊かな自然資源を活かした観光コンテンツの展開

３．スポーツツーリズムによる新たな観光の創出

４．市内で消費・飲食・宿泊したくなる取組の支援

５．恵庭の魅力や資源の戦略的なPR

６．成果指標
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第４章 基本方針と施策・目標

１．花の拠点（はなふる）を核としたガーデンツーリズムの構築

常に多くの人で賑わう施設となった花の拠点（はなふる）から市内各地域への周遊を促進する施策を推

進していきます。

（1）オープンガーデンツアーの促進

（2）ガーデナー・ガイドの育成

（3）サイクルツーリズムの推進

（4）農業者や地元商店との連携強化
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花とくらし展などのイベント時に、人気を博しているオープンガーデンツアーについて、非イベント時

においても実施する仕組みを構築します。住民生活への影響や環境負荷の観点から、これまで実施してき

たバスツアーとは異なる、コンパクトで環境にやさしい新しいツアー手法を検討します。

ツアー実施に不可欠なガーデナーやガイドの育成体制をさらに強化していきます。継続的な人材確保の

ため、ガーデナーやガイドへの還元に繋がる観光消費を創出する視点を取り入れ、持続可能な仕組み作り

を推進します。また、（仮称）花と緑の文化センターにおける取組も反映させ、総合的な育成体制を構築

します。

ツアーには参加しなくとも自由に花巡りを楽しめるよう、花マップの充実を図ります。また、オープン

ガーデンのマナー周知や、花巡りの途中で立ち寄る魅力的なお店の紹介なども強化していきます。

個人で巡る際には自転車の利用を推奨し、レンタサイクルやシェアサイクルといったサービスの提供を

推進します。

恵庭版ガーデンツーリズムの実現に向け、花苗の生産現場見学が可能な生産者や、恵庭ならではのグル

メを提供するお店との連携を強化します。



第４章 基本方針と施策・目標

２．豊かな自然資源を活かした観光コンテンツの展開

豊かな自然環境を活かしたアクティビティが観光コンテンツとして展開されていく体制を構築し、新たな

取り組みを推進していきます。

（1）資源把握と情報発信

（2）アクティビティ事業者の誘致、ガイドの育成

（3）事業者間連携の促進

（4）着地型ツアー＊の造成

（5）効果的な施設整備

３．スポーツツーリズムによる新たな観光の創出

観戦型、交流型、参加型など、恵庭に適したスポーツツーリズムを検討し、スポーツ資源と観光を融合さ

せた新たな観光資源を創出していきます。

（1）プロスポーツ関連機能の誘致

（2）スポーツを通じた交流観光の促進

（3）市内周遊策の推進

（4）参加型スポーツツーリズムの検証
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恵庭の自然環境で実施可能なアクティビティが、民間事業者によって観光コンテンツとして商材化され

ていくように資源の調査と把握に努め、情報発信に取り組みます。

自然資源を活かしたアクティビティを気軽に体験できるよう、事業者の誘致に努めます。また、安心安

全で、上質な感動体験を提供するためのガイドの育成を推進します。

行政が整備すべきインフラや付帯設備などについて、関係機関とも連携し、効果的で優先度が高いもの

を見極め、必要に応じて整備していきます。

自然環境下で事業を展開するにあたり、環境問題や事業者間のトラブルが発生する可能性も想定されま

す。このため、円滑な事業運営に向けた協議・調整の場として、協議会などを設立し、運営します。

盤尻地区と市街地の周遊を促すため、着地型ツアー商品の造成に取り組みます。観光施設やホテル、花

の拠点（はなふる）などで申込を受け付け、個人が選択可能なオプショナルツアーとして体験できる商品

造成を推進します。

プロスポーツの観戦は、観戦チケットの購入にとどまらず、宿泊や飲食、交通機関の利用など、多岐に

渡る消費を誘発します。交流人口の増加や地域経済の活性化に繋がるプロスポーツ観戦も含めた関連機能

の誘致に取り組みます。

観戦するだけではなく、スポーツ選手との交流やスポーツの楽しさを体感することなどを通じて恵庭を

訪れる観光商品造成に取り組みます。

プロスポーツ関連機能を誘致した場合、施設内で観光が完結することがないよう、市内周遊策を推進し

ていきます。事業者との連携によるインセンティブ付与や、市内主要拠点とスポーツ施設を繋ぐ交通手段

の確保などに取り組みます。

マラソン大会やスキー大会といった大規模な参加型スポーツイベントは、宿泊や飲食など、観光消費の

増加に大きく貢献することが期待できます。本市は交通利便性において優位性がありますが、市街地に位

置する３駅（JR恵庭駅、JR恵み野駅、JR島松駅）周辺は住宅街となっていることから、開催場所やスポー

ツの種類など、本市に適した参加型スポーツについて検証していきます。

(＊)着地型ツアー：出発地（発地）ではなく目的地（着地）で発着するツアーであり、旅行者を受け入れる地域で作られる旅行商品。



第４章 基本方針と施策・目標

４．市内で消費・飲食・宿泊したくなる取組の推進

観光消費による地域経済の活性化を目指し、観光客が市内で消費・飲食・宿泊したくなる取組を推進して

いきます。

（1）二次交通の充実

（2）地元産食材等を使った商品開発の促進

（3）食の多様性対応の機運醸成

（4）ホテルにおける観光案内機能の強化

（5）観光関連イベントの開催支援

５．恵庭の魅力や資源の戦略的なPR

行政にしかできない地域の魅力を束ねるPRを戦略的に推進していきます。

（1）オウンドメディアの基盤強化

（2）インバウンド向けの情報発信強化

（3）広域連携による観光振興
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(＊1)MaaS（モビリティ・アズ・ア・サービス）：公共交通機関やその他の移動サービスをまとめて検索・予約・決済などができるようにし、移動の利便
性を高めるサービス
(＊2)ハラール：イスラム教徒（ムスリム）において、神によって許された「もの」や「こと」。豚肉やアルコールなどは許されていない。
(＊3)ヴィーガン：肉、魚、卵、乳製品など、動物由来の食品を一切食べない完全菜食主義のこと。

魅力的なイベントは、市外から多くの観光客を呼び込み、まちの賑わい作りと消費促進に大きく寄与し

ます。本市では地域の夏祭りが盛んで、夏季には毎週どこかでお祭りが開かれており、今後も開催支援を

継続していきます。

現状のレンタカー等による自動車移動に加え、バス、タクシー、シェアサイクル、電動バイクシェア、

カーシェア、ライドシェア、MaaS＊1など、多様な移動手段やサービスを検証し、利便性の高い観光が実現

できるよう、二次交通の充実を図ります。

農産物をはじめとする恵庭産品を用いた料理や土産品など、恵庭らしさを感じられる商品の開発が活発

化するよう、事業者がメリットを感じられる施策の充実を図ります。

ハラール＊2やヴィーガン＊3といった食の嗜好や制限に対する飲食店が増えることで、観光消費単価の高

いインバウンド観光客が市内で飲食しやすい環境となります。飲食店向けの啓発活動に取り組み、食の多

様性対応の機運醸成を図ります。

市内のホテルにおいて、周辺の飲食店や土産物店、スタンプラリーなどのキャンペーンを案内できるよ

う機能を強化し、市内で消費・飲食・宿泊したくなる取組を推進します。

これまでは、旅行代理店等への情報発信を重視してきましたが、恵庭の観光資源は団体より個人旅行者

向けであることから、個人へ直接届く情報発信を強化するため、強固なオウンドメディアを創出します。

現状、本市では観光パンフレット、恵庭観光協会ではWEBサイトをそれぞれ作成し、情報を発信していま

すが、一体的なリニューアルを図り、発信情報の共通化と連携を進めます。

インバウンド向け情報の内容や発信方法を精査し、情報のユニバーサル化を進めると共に、国内向け情

報の質的向上にもつなげます。また、インバウンド向けに整備した情報を事業者へフィードバックし、受

入環境整備のツールとして活用してもらうなど、民間支援にも取り組みます。

観光客にとっては市域の境界は無意味であることから、相乗効果や魅力の拡大が図られる広域連携を積

極的に推進していきます。



第４章 基本方針と施策・目標

６．成果指標
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(4)SNSの活用検証

並行して進めている経済波及効果分析等の結果を踏
まえ、適切な成果指標を設定する。

第３回協議会で素案を提示予定。

SNSは、即時性のある情報拡散やブランドイメージの向上など、インバウンドも含めた観光客の興味を引

く上で有用なツールとなっていますが、魅力的なコンテンツ作りと定期的な情報発信が重要となります。

常に地域に繰り出し、情報を収集し発信することが必要となるため、地域おこし協力隊の活用やインフル

エンサーとの連携などについて検証していきます。





第５章 計画の推進
１．推進体制

２．進捗管理の方法
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第５章 計画の推進

１．推進体制
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計画の推進体制や進捗管理の方法などは、第３回協
議会で素案を提示予定。



第５章 計画の推進

２．進捗管理の方法
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